
14：00 ～ 事業者に求められる脱炭素経営

申 込 方 法

裏面の必要事項を記入し、環境政策課へメール又はＦＡＸするか
右の二次元コードよりお申込みください。

申込期限：令和７年２月11日（火）

本セミナーでは、脱炭素を巡る世界の動向や脱炭素経営の実践に向けたCO2排出量の見える化、市内事業者の

先進的な取組事例、中小企業でもできる省エネ対策や補助制度をお伝えします。

● 申し込み先 ●
鹿児島市 環境部 環境政策課
メール：kanseisaku@city.kagoshima.lg.jp

FAX：099-216-1292

※ セミナーは会場での開催です。
※ セミナー終了後、名刺交換会も開催しますので、ぜひご参加ください。

第１部

 SDGs、気候変動はビジネスをどう変えていくのか 【鹿児島市環境アドバイザー 末吉竹二郎 氏】

なぜ脱炭素化が必要か、事業者に求められる対応やビジネスチャンスについて、金融の視点からお伝えします。

鹿児島市のＣＯ2排出量の現状（分野別詳細データを交えて） 【鹿児島市 環境政策課】

市ＣＯ２排出量のうち、約35％は事業所や工場からの排出。データから脱炭素経営の必要性を説明します。

脱炭素経営のメリット（CO2排出量の見える化実証実験） 【(株)タンソーマンGX 代表 福元惇二 氏】

自社のＣＯ２排出量をご存じですか？脱炭素化は、まず見える化から。同社システムの操作を交えて紹介します。

事例発表❶ SDGs経営とＺＥＢの取組

事例発表❷ 山形屋の環境の取組 

脱炭素化はまず省エネから～省エネの進め方と診断事例～

鹿児島県による補助金の紹介

＜セミナー終了後 名刺交換会＞

15：00 ～ 脱炭素経営に向けた市内の取組事例と支援策第2部

鹿児島市 事業者向け脱炭素セミナー

求められる脱炭素への対応・脱炭素をビジネスチャンスに

令和７年２月１３日(木)14:00～16:10

会 場：かごしま環境未来館 ２Ｆ 多目的ホール
(鹿児島市城西二丁目1-5)

本セミナーは NTTビジネスソリューションズ株式会社と
連携して開催しています。

● 問い合せ先 ●
NTTビジネスソリューションズ株式会社

TEL：099-294-９１１１

申込フォーム

【(株)久永 代表取締役 久永修平 氏】

【(株)山形屋 川上ゆかり 氏】

【(一財)省エネルギーセンター 永田隆憲 氏】

【鹿児島県エネルギー対策課】



参加申込書

事業者名

又は団体名

参加者

（役職・お名前）

※原則２名以内の参加を
お願いします。
３名以上の参加を希望
される場合は、申込時
にご相談ください。

ＴＥＬ ＦＡＸ

メールアドレス

令和７年２月13日(木)開催

求められる脱炭素への対応・脱炭素をビジネスチャンスに

鹿児島市 事業者向け脱炭素セミナー

申込締切

R7年2月11日(火)

● 申し込み先 ●

鹿児島市 環境部 環境政策課

メール：kanseisaku@city.kagoshima.lg.jp

FAX：099-216-1292

こちらの二次
元コードから
も申込できま
す。
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